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史
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解
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(
二
五
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五
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解
題
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九
頁
〉

五
鎧
清
文
鑑
語
解

下
巻
|
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穂
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引
|
|
|
(
二
五
糎
六
七
四
頁
)

『
騎
馬
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族
史
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正
史
北
欽
停
』
吐
蕃
俸
〈
奮
唐
書
・
新
唐
書
)
誇
註
(
東
洋
文
庫
二
二
八
)

論

読

女

園

と

蘇

枇

初
代
積
西
節
度
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の
起
源
と
其
の
終
末
凶
1

l
砕
葉
駕
者
更
換
事
情
の
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考
察
1
1
1

初
代
積
西
節
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の
起
源
と
其
の
終
末
的
|
|
醇
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鷲
番
更
換
事
情
の
一
考
察
|
|

唐
蕃
合
同
盟
碑
の
研
究

東

洋

史

究究

研研

東

洋

史

京

都

大

皐

文

皐

部

法

館

臓

京
都
大
同
学
文
皐
部
内
陸
ア
ジ

ア
研
究
所

京
都
大
開
字
文
聞
学
部
内
陸
ア
ジ

ア
研
究
所

卒

凡

東
洋
史
研
究
第
六
巻
第
六
競

東
洋
史
研
究
第
七
巻
第
六
時
肌

東
洋
史
研
究
第
八
巻
第
二
競

東
洋
史
研
究
第
一

O
巻
第
四

競

曾禽

昭
和
三
三
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
一
年

昭
和
四
三
年

社

昭
和
四
八
年

昭
和
十
七
年

昭
和
十
七
年
十
二
月

昭
和
十
八
年

昭
和
二
四
年

九
月

十
月月

五
月

九
月月
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古
代
西
蔵
文
化
の

一
考
察

西
蹴
文
献
の
史
料
的
償
値
山
|
|
吐
蕃
王
統
論
を
中
心
と
し
て
|
|

歴

皐

第

一
輯

史

東
洋
史
研
究
第
一

O
各
第
六

競

西
磁
文
献
の
史
料
的
債
値
伺
|
|
吐
蕃
王
統
論
を
中
心
と
し
て
|
|

東
洋
史
研
究
第
一
一
巻
第

競

古
代
シ
ナ
の
農
業
と
祉
禽

研
究
(
榊
戸
大
事
文
摩
曾
〉
第

一
蹴

古
代
西
臓
の
内
部
構
造

古
代
間
竿

第
一
巻
第
二
競

チ
ベ
ッ
ト
語
ラ
サ
方
言
音
韻
に
つ
い
て
の
究
書

|
|
石
演
先
生
還
暦
記
念
論
文

一
四
|
|

東
西
聞
学
術
研
究
所
論
叢
一
五

吐
蕃
例
数
の
史
料
に
つ
い
て

東
洋
史
研
究
第

一
三
巻
第
五

続

チ
ベ

ッ
ト
史
の
様
相

教
養
東
洋
史
(
史
摩
地
理
翠
数

養
書
刊
行
舎
、
柳
原
書
庖〉

金
城
公
主
の
入
臓
に
つ
い
て

(
上
)

林

第
三
九
巻
第
一
一
統

史

テ
ィ
ベ

ッ
ト
の
過
去
と
現
在

『
新
講
座
地
理
と
世
界
の
歴

史
』
ア
ジ
ア
篇
上
(
雄
運
枇
〉

第
三
九
巻
第
三
披

金
城
公
主
の
入
裁
に
つ
い
て
(
中
)

史史

林

金
城
公
主
の
入
磁
に
つ
い
て

(下
)

林

第
三
九
巻
第
四
競

チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史

『
ア
ジ
ア
史
講
座
』
第
四
巻

北
ア
ジ
ア
(
岩
崎
書
庖
〉

昭
和
二
四
年

昭
和
二
五
年

昭
和
二
六
年

昭
和
二
六
年
十
二
月

昭
和
二
七
年

昭
和
二
九
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三

一
年

昭
和
三
一
年
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二
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四
月

九
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摩
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史
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史
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古
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二
五
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第
四
被

東
洋
史
研
究
第
五
巻
第
五
競

東
洋
史
研
究
第
六
巻
第
三
吹

東
洋
史
研
究
第
六
巻
第
三
競

史

林

第
二
六
巻
第
三
競

東
洋
史
研
究
第
七
谷
第

三
鋭

東
洋
史
研
究
第
十
巻
第
三
巻

東
洋
史
研
究
第
一
九
巻
第

蹴
東
洋
史
研
究
第
二
九
巻
第

続
史

林

第
五
五
巻
二
競

東
洋
史
研
究
第
三
一
巻
第

披

昭
和
十
三
年
十
二
月

昭
和
十
五
年

昭
和
十
五
年

昭
和
十
六
年

昭
和
十
六
年

昭
和
十
六
年

昭
和
十
七
年

昭
和
二
三
年

昭
和
三
五
年

昭
和
四
五
年

昭
和
四
七
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昭
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四
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雑

録

乃
木
甘
に
就
い
て

東
洋
史
研
究
第
五
巻
第
五
競

西
臓
に
お
け
る
蒙
古
人

ス
ン
パ
ケ
ン
ボ
全
集
の
版
木
に
つ
い
て

東
洋
史
研
究
第
十
巻
第
二
競

東
洋
史
研
究
第
十
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第
三
競
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田
先
生
の
魅
力

東
洋
史
研
究
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十
四
巻
第

競

京
都
に
お
け
る
青
木
先
生
の
二
人
の
弟
子

日
本
西
頭
筆
曾
命
閏
報
第
四
競

木
村
肥
佐
生
氏
「
チ
ベ
ッ
ト
潜
行
十
年
」
を
讃
み
て
思
う

日
本
西
蔵
間
学
舎
曾
報
第
五
披

チ
ベ
ッ
ト
語
地
名
プ
ゥ
シ
ン
ク
ン
に
つ
い
て

東
洋
史
研
究
第
二
三
巻
第

競

東
洋
史
研
究
の
歩
み
を
語
る
(
座
談
曾
)

東
洋
史
研
究
第
二
六
巻
第

競

青
木
師
の
名
著
復
刊
に
寄
せ
て

青
木
文
教
著
『
西
蔵
』
序
文

(
芙
蓉
書
房
昭
和
四
四
年
)

柏
博
士
の
歴
史
皐
へ
の
寄
興
に
つ
い
て

『
史
観
を
め
ぐ
る
四
十
年
』

(血
尻
鼠
平
原
論
研
究
曾
編
未

来
枇
)

秘
境
西
域
八
年
の
潜
行

(
西
川
二
ニ
者

芙
蓉
書
房
〉
序
文

挨

文

第
十
五
時
抗

拶

以

昭
和
十
四
年

昭
和
二
三
年

昭
和
二
三
年

昭
和
三
十
年
十
一
月

昭
和
一
一
一
一
一
年

昭
和
二
二
年

昭
和
三
九
年

昭
和
四
二
年

昭
和
四
四
年

昭
和
四
六
年

昭
和
四
七
年

昭
和
四
七
年

八
月

玉
月

七
月

十
月

九
月

九
月
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六
月

八
月月

十
月

十
月



あ

希

墓

る

京
の
祭
に
参
加
し
て

刊

行

の

酎ー

講

演

要

旨

明
の
朝
廷
に
於
け
る
西
蔵
刑
腕
数
徒
の
問
題

唐
代
吐
蕃
の
内
部
構
造

古
代
西
蔽
史
料
に
つ
い
て

「
吐
蕃
」
「
羊
同
」
の
名
稿
に
つ
い
て

癖

典

項

自

世
界
歴
史
事
典
子
関
園
記
、
甘
珠
爾
巴

s
f
Z吉
岡
、
ガ
ン
デ
ン
寺
、
ギ
ャ
ン

ツ
ェ

H
N
m

円苫
U

Z叩
江
孜
、
ク
ン
ブ
ム
寺

ωzzc目
、
資
寺
、
シ
ガ
ツ
ェ

ω
E
∞
白
押
印
叩
日
昭
則
、
シ
ャ
ビ
ナ
ル
似
白
玄
ロ
国
同
沙
畢
那
爾
、
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
・

フ
ト
ク
ト
ピ
立
毛

E
E
F
E
E
Z
章
嘉
胡
固
克
園
、
ス
ロ
ン
・
ツ
ア

ン
・
ガ
ム
・
ポ

ω
S
F
σ
z
g
∞官
B
宮
、
セ
ラ
寺

ω刊
日
色
並
、
タ
シ
ル

ン
ポ
寺
巴
自
白
色
∞
子
ロ
ロ
旬
。
札
什
倫
布
、
チ
ェ
プ
ツ
ン
ダ
ン
パ
・
フ
ト
ク
ト

E
m
z
m
cロ
円
四
回
日
宮

E

F
ロ∞

F
g
哲
ト
傘
丹
巴
胡
園
克
園
、
チ
ス
ロ
ン
・

以

文

第
十
六
競

仙
蓋
一
高
同
窓
曾
曾
報
第
お

銃
史
林
六
十
各
記
念
総
目
録
序

文
林

史
皐
雑
誌
第
五
二
編
第
七
競

史

第
二
四
巻
第
二
競

東
洋
史
研
究
第
十
巻
第
三
競

東
洋
史
研
究
第
三
四
巻
第
三

続
卒

凡

昭
和
田
八
年

昭
和
五
二
年

昭
和
五
二
年
十
二
月

昭
和
十
四
年

昭
和
十
六
年

昭
和
二
三
年

昭
和
五
十
年
十
二
月

社

昭
和
二
六
年
四
月
J

昭
和
二
九
年
三
月 十

月月
四
月

七
月

七
月
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デ
ツ
ア
ン
同
町
己
貸
o
p
-
r
r
z
gロ
乞
繋
蘇
龍
猶
賛
、

チ
ベ
ッ
ト
吋
5
2

西
頭
、
チ
ベ

γ
ト
・
イ
ン
ド
篠
約
。
。
ロ
〈
g
t
oロ
ゲ
兄
君

2
ロ
の
同
町
三
回
巴
冨
吉

田
ロ
門
回
目
σ
丘
、
チ
ョ

1
ネ
寺
。
。
巳
卓
尼
、
唐
蕃
曾
盟
碑
、
吐
蕃
、
ヤ
ン
グ
ハ

ズ
バ
ン
ド
、
ラ

ッ
サ
、
ラ
.
フ
ラ
ン
寺

切

Z
F
E
仏
関
O
ロ
官
投
ト
拐
、
ラ
マ

刑
蹴
致
、
刑
腕
廟
、
レ
ボ
ン
寺
伺

Z
2
4
E
P目
別
辞
、
第
二
十
三
各
史
料
篇

東
洋

チ
ベ
ッ
ト

第
七
篇

世
界
大
百
科
酔
典
ジ
ェ
プ
ツ
ン
ダ
ン
パ
・
フ
ト
ク
ト
、
チ
ソ
ン
デ
ツ
ェ
ン

阿

Q
H
-
-R
o
b
-
r・ゲユ
g
ロ
、
チ
ベ
ヅ
ト
・

歴
史
、
唐
蕃
舎
盟
碑
、
吐
蕃
、
ジ
ャ

ン
ジ

ャ
・
フ
ト
ク
ト

F
n伊
ひ

印

r
u
E
rロ
円
y
z
m
己
正

V 

ア
ジ
ア
歴
史
事
典
青
木
文
教
、
ア
テ
ィ

I
シ

ャ

〉

忠

曲
、
子
開
園
懸
記

ピ

ヨニ
g
g
gロ
宮

英
臓
倹
約
、
河
口
慧
海
、
シ

ッ
キ
ム
・
チ
ベ
ッ
ト
倹
約
、

シ
ム
ラ
舎
議
、
タ

l
ナ

I
ω
由
自
己
己

、吋
ロ
門
口
市
円
、
チ
ベ

ッ
ト

叶

F
Z
西
臓
、

駐
識
大
臣、

丘
、
唐
蕃
舎
盟
碑
、
吐
蕃
、
パ
ク
サ
ム
・

ジ

ョ
ン
サ
ン
ロ
官
∞
-

g回
日

]

」

0
ロ・ゲ
N
g
J
、
パ
ク
モ
ド
ゥ

H
V
F

問的・
5

0
・
m
E、
ラ
サ
ン
・
カ
ン
戸
}
岡
田
・

宮田
p
r
r
g
柱
頭
、
汗

卒卒

九九

社

昭
和
三
十
年
十
月

t

昭
和
三
二
年
五
月

社

昭
和
三
四
年
九
月
J

昭
和
三
七
年
四
月
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